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１
８
５
４
年
安
政
東
海
地
震
の

津
波
の
折
、「
稲
む
ら
の
火
」
の

主
人
公
の
モ
デ
ル
浜
口
梧
陵
氏

は
、
夕
暮
れ
時
で
あ
り
稲
む
ら
に

火
を
放
し
広
川
村
民
を
高
台
に
あ

る
八
幡
神
社
に
避
難
誘
導
、
多
く

の
命
を
救
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
そ

の
後
私
財
を
な
げ
う
っ
て
広
村
堤

防
等
復
興
対
策
、
地
域
防
災
に
努

め
ま
し
た
。

　

こ
の
津
波
が
襲
っ
た
11
月
５
日

（
旧
暦
）、わ
が
国
で
２
０
１
１
年「
津

波
防
災
の
日
」
と
さ
れ
た
の
に
続
き

昨
年
末
「
世
界
津
波
の
日
」
と
す
る

こ
と
が
国
連
で
決
議
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
二
階
俊
博
現
自
民
党
幹
事
長

の
並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力
に
よ
る
と

こ
ろ
大
で
あ
り
、
浜
口
梧
陵
氏
と
同

じ
ノ
ブ
レ
ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
（
貴

族
の
義
務
）
を
感
じ
ま
す
。

　

災
害
列
島
の
我
が
国
で
す
。
津

波
の
み
な
ら
ず
昨
年
の
鬼
怒
川
堤

防
決
壊
、本
年
４
月
の
熊
本
地
震
、

９
月
の
北
海
道
、
東
北
地
方
の
水

害
等
々
毎
年
の
よ
う
に
大
き
な
災

害
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め

平
成
25
年
12
月
に
「
強
く
し
な
や

か
な
国
民
生
活
の
実
現
を
図
る
た

め
の
防
災
・
減
災
等
に
資
す
る
国

土
強
靭
化
基
本
法
」
が
成
立
、
ハ

ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
防
災
・
減
災
を
実
施
し
て
き

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
12
月
に
、「
地

方
創
生
」
＝
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
」
法
が
成
立
、
過
度
の

東
京
一
極
集
中
を
解
消
し
自
立
的

で
特
色
あ
る
地
域
の
発
展
を
図
っ

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
残

念
な
が
ら
東
京
一
極
集
中
の
傾
向

は
止
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
こ
そ
東
京
と
地
方
の
調
和
の

と
れ
た
自
立
分
散
型
国
土
形
成
に

向
け
、
理
念
を
共
有
す
る
「
国
土

強
靭
化
」
と
「
地
方
創
生
」
が
連

携
を
強
化
し
政
策
効
果
を
高
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。「
道
の
駅
」

が
休
憩
、
情
報
発
信
、
地
域
の
連

携
と
い
う
３
つ
の
機
能
に
加
え
防

災
機
能
が
強
化
さ
れ
て
き
て
お

り
、
地
方
創
生
の
拠
点
と
し
て
の

役
割
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
多

く
の
「
道
の
駅
」
が
「
地
方
創
生
」

と
防
災
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

果
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

34

「
道
の
駅
」、
地
方
創
生
と
防
災
の
拠
点
に

　

農
地
と
い
え
ば
食
料
生
産
基
盤

が
思
い
浮
か
ぶ
が
、
都
市
農
地
の

機
能
は
戦
後
大
き
く
変
容
。
非
農

家
都
市
住
民
の
都
市
農
地
に
対
す

る
見
方
も
変
化
し
た
。
終
戦
直
後

　

都
市
農
地
は
誰
の
も
の
か
考
え
た
い
。
平
成
27
年
に
成
立
し
た
都
市
農
業
振
興
基
本
法
に
基
づ
く
都

市
農
業
振
興
基
本
計
画
で
は
都
市
農
地
の
減
少
に
歯
止
め
は
か
か
ら
な
い
。
同
法
の
目
的
は
「
都
市
農

業
の
振
興
」
で
「
都
市
農
地
の
保
全
」
で
は
な
い
。
議
員
立
法
だ
が
内
容
は
農
林
水
産
省
が
定
め
る
産

業
政
策
で
あ
る
。
同
基
本
計
画
は
「
都
市
農
業
の
多
様
な
機
能
の
発
揮
」
を
中
心
的
な
政
策
課
題
に
据

え
、
①
都
市
農
業
の
担
い
手
の
確
保
②
都
市
農
業
の
用
に
供
す
る
土
地
の
確
保
③
農
業
振
興
施
策
の
本

格
展
開
、
を
掲
げ
る
。
意
欲
あ
る
都
市
農
家
は
都
市
農
業
の
振
興
を
望
む
が
、
非
農
家
都
市
住
民
は
都

市
農
地
の
減
少
食
い
止
め
を
望
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

り
、
農
家
の
多
く
は
ア
パ
ー
ト
経

営
等
の
資
産
管
理
事
業
を
し
な
が

ら
都
市
農
業
を
継
続
し
た
。

　

バ
ブ
ル
景
気
で
地
価
が
高
騰
し

た
際
、
原
因
は
都
市
農
家
が
農
地

を
宅
地
化
し
な
い
か
ら
と
い
う
仮

説
の
も
と
に
平
成
４
年
、
改
正
生

産
緑
地
法
制
定
。
都
市
農
家
は
宅

地
化
か
終
生
営
農
か
選
択
を
迫
ら

れ
、「
職
業
選
択
の
自
由
」
を
奪

わ
れ
た
。
実
は
土
地
バ
ブ
ル
の
原

因
は
都
市
農
地
で
は
な
か
っ
た
と

言
わ
れ
る
。
平
成
11
年
に
宅
地
機

能
が
大
き
く
減
っ
て
い
る
こ
と
で

も
分
か
る
。
＝
別
表

　

土
地
バ
ブ
ル
時
代
の
平
成
２
年

市
民
農
園
法
制
定
。
農
地
は
食
料

生
産
機
能
と
宅
地
供
給
機
能
の
他

に
公
共
的
機
能
が
認
知
さ
れ
た
。

農
地
全
般
に
渡
る
多
面
的
機
能
の

議
論
が
進
み
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
農
業

環
境
指
標
を
検
討
、
平
成
４
年
に

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
地
球
環
境

サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
、
Ｅ
Ｕ
は
同

年
、
農
業
に
対
す
る
環
境
直
接
支

払
い
を
始
め
た
。
日
本
で
も
農
業

の
多
面
的
機
能
は
語
ら
れ
た
が
、

機
能
の
保
全
者
が
農
家
と
い
う
認

識
に
欠
け
た
結
果
、
環
境
直
接
支

払
い
は
農
家
へ
の
バ
ラ
マ
キ
と
さ

れ
世
界
の
農
業
政
策
か
ら
大
き
く

遅
れ
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
締
結
に
当
た
り

ガ
ッ
ト
ウ
ル
グ
ァ
イ
ラ
ウ
ン
ド
当

時
と
同
じ
議
論
を
繰
り
返
し
、
耕

作
放
棄
地
が
40
万
㌶
に
及
ぶ
に
も

拘
ら
ず
国
土
に
対
す
る
国
民
の
危

機
管
理
意
識
は
希
薄
だ
。

　

農
地
の
議
論
は
従
来
、
目
的
実

現
の
手
法
論
だ
っ
た
。
人
口
増
加

に
対
し
て
食
料
生
産
を
目
的
に
、

自
然
に
手
を
加
え
農
地
を
造
成
。

宅
地
供
給
を
目
的
に
農
地
を
宅
地

転
換
し
、
宅
地
造
成
し
た
。

　

公
共
的
機
能
と
し
て
の
農
地
は

手
法
で
は
な
く
、
農
地
か
ら
様
々

な
公
共
的
活
動
が
創
造
さ
れ
る
こ

と
を
意
味
し
、
活
動
も
多
様
。
市

民
農
園
や
景
観
と
し
て
の
緑
地
機

能
等
が
議
論
さ
れ
た
が
、
今
は
地

域
住
民
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る

キ
ー
ワ
ー
ド
、
健
康
を
増
進
さ
せ

る
農
作
業
、
福
祉
、
介
護
、
防
犯
、

防
災
、
観
光
、
保
育
、
子
育
て
、

教
育
、
環
境
、
文
化
、
地
域
協
働

な
ど
可
能
性
が
語
ら
れ
る
。
産
業

政
策
で
は
な
く
、
農
地
を
拠
点
と

し
た
地
域
振
興
施
策
を
議
論
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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    中
小

企業
診断士が見る

　
　
　
    成功の法則

　

あ
る
「
道
の
駅
」
を
訪
問
し

た
際
に
、「
若
者
が
従
業
員
と

し
て
定
着
す
る
た
め
、
給
与
を

上
げ
た
い
」
と
の
相
談
を
受
け

た
。
給
与
を
上
げ
る
だ
け
な
ら

「
慎
重
に
」
と
助
言
し
た
。

　
「
生
涯
を
捧
げ
る
に
相
応
し

い
職
場
」
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
課
題
は
給
与
だ
け
で
は
な

い
。
従
業
員
が
周
り
か
ら
認
め

ら
れ
、
自
己
実
現
が
可
能
と
な

る
、
実
り
あ
る
人
生
が
送
れ
る

「
場
」
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

　

ま
ず
は
、
従
業
員
の
成
長
と

共
に
昇
給
す
る
給
与
シ
ス
テ
ム

が
望
ま
れ
る
。
組
織
が
求
め
る

人
材
像
を
明
確
に
し
、
そ
こ
へ

の
到
達
度
に
応
じ
て
給
与
を
定

め
る
。
栃
木
県
の
「
も
て
ぎ
」

や
宮
城
県
の
「
あ･

ら･

伊

達
な
道
の
駅
」
の
よ
う
に
、
経

済
的
に
あ
る
程
度
の
成
功
を
収

め
て
い
る
「
道
の
駅
」
で
は
、

地
域
の
公
務
員
の
給
与
体
系
を

目
標
に
お
い
て
い
る
。

　

達
成
の
た
め
に
は
、
計
画
的

な
Ｏ
Ｊ
Ｔ
、
社
内
外
の
研
修
及

び
資
格
取
得
支
援
が
軸
と
な
る

人
材
育
成
の
仕
組
み
も
欲
し

い
。相
談
者
の「
道
の
駅
」で
は
、

外
部
研
修
参
加
な
ど
パ
ン
工
房

の
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

て
、
商
品
は
一
口
ほ
お
ば
る
と

感
動
を
与
え
て
く
れ
る
ほ
ど
の

お
い
し
さ
が
あ
る
。
給
与
は
、

こ
う
し
た
成
果
を
生
み
出
す
従

業
員
の
成
長
と
と
も
に
、
伸
び

て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、「
道
の
駅
」
の
運

営
組
織
が
、
店
舗
運
営
に
と
ど

ま
ら
ず
、
生
産
者
支
援
や
加
工

品
の
開
発
、
更
に
は
地
域
活
動

の
参
加
な
ど
で
地
域
貢
献
を
果

た
す
こ
と
で
、
地
域
か
ら
の
信

頼
を
獲
得
す
る
。
そ
れ
が
従
業

員
の
誇
り
と
な
る
。「
あ･

ら

･

伊
達
な
道
の
駅
」
で
は
、
数

年
前
に
な
く
な
り
そ
う
に
な
っ

た
夏
祭
り
の
行
事
を
会
社
が
引

き
受
け
、「
道
の
駅
」
で
祭
り

を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

　

栃
木
県
の
「
も
て
ぎ
」
の
駅

長
（
町
長
）
か
ら
、「『
道
の
駅
』

は
従
業
員
の
た
め
の
企
業
に
な

る
。生
涯
働
き
た
い
と
思
う『
道

の
駅
』
を
目
指
す
」
と
う
か
が

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
冒
頭
の
相

談
者
の
駅
長
さ
ん
の
話
と
符
号

す
る
。「
も
て
ぎ
」
は
今
年
３

月
、
情
報
館
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
て
、「
バ
ウ
ム
工
房
ゆ
ず
の

木
」
を
オ
ー
プ
ン
。
地
域
の
農

産
物
を
、
訪
れ
る
人
の
感
動
に

転
換
す
る
仕
組
み
を
新
た
に
構

築
し
た
の
だ
。
人
材
育
成
が
結

実
し
、
生
涯
を
捧
げ
る
に
相
応

し
い
「
場
」
が
ま
た
ひ
と
つ
増

え
た
。

（
中
小
企
業
診
断
士　

牧
哲
史
）

生
涯
を
捧
げ
る
職
場
で
あ
る
た
め
に

「バウム工房ゆずの
木」内部（道の駅「も
てぎ」提供）

NPO生物多様性
農業支援センター
理事長　原　耕造

農業と国土 都
市
農
地
の
減
少
を
止
め
る
に
は

は
日
本
全
体
が
食
糧
不
足
で
、
都

市
農
地
も
食
料
生
産
が
期
待
さ
れ

た
が
、
昭
和
36
年
の
農
業
基
本
法

制
定
の
頃
は
高
度
経
済
成
長
期
に

入
り
、
農
村
か
ら
都
市
へ
人
口
が

流
入
。
都
市
農
地
は
食
料
生
産
よ

り
宅
地
需
要
が
期
待
さ
れ
た
。

　

都
市
へ
の
人
口
流
入
本
格
化
で

宅
地
不
足
が
深
刻
化
し
、
昭
和
46

年
都
市
計
画
法
が
制
定
さ
れ
、
市

街
化
区
域
内
の
都
市
農
地
は
食
料

生
産
か
ら
宅
地
供
給
へ
機
能
転

換
。
市
街
化
を
促
進
す
る
区
域
に

編
入
さ
れ
た
農
地
は
次
々
宅
地
化

さ
れ
、
農
家
が
住
み
続
け
る
の
も

難
し
く
な
っ
た
。
固
定
資
産
税
や

相
続
税
に
よ
り
市
街
化
区
域
内
の

都
市
農
地
で
の
農
業
が
困
難
と
な

５

潮見坂
山本秀幸駅長代理

　今年３月に開駅から10周年を迎え、

静岡県湖西市白須賀 1896-2
国道 1号　TEL 053-579-3600

来場者数が1000万人を達成しました。太平洋の
眺望を楽しみながら癒すことのできる足湯が最大
の魅力。静岡県の玄関口にあたることから、湖西
市及び浜名湖、静岡県の観光スポット紹介と地場
産品の野菜を中心にした販売を行っています。

万葉の里高岡
布村雅之駅長補佐

　越中の国司・大伴家持が高岡に在任

富山県高岡市蜂ケ島 131-1
国道８号　TEL.0766-30-0011

した５年間で万葉集に多くの秀歌を残した由来か
ら名づけた駅名です。2200種類の富山県内のお
土産品が並び、さらにレストランでは富山県のカ
ラーラーメン全６種類すべてが食べられます。他
にもシロエビ丼や昆布おにぎりがお勧めです。

白鷹ヤナ公園
鈴木隆駅長

　河川交通時代の白鷹町は難所に向か

山形県白鷹町下山 661-1
国道 287 号　TEL.0238-85-5577

う船頭や舟子たちがほっと一息つく「川湊」でし
たが、今日は水辺にゆったりと広がる当駅が皆さ
まの一息つく「道湊」です。最上川に常設された
日本一のヤナでぜひ鮎を手づかみし（8～10月）、
あゆ茶屋で塩焼きを楽しんでください。


